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１.いわき市の概要

 いわき市の概要
（令和5年6月1日現在）

• 人口 322,435人

• 世帯 141,464世帯

• 面積 1,232.51㎢

（令和5年１月１日現在）

• 映画「フラガール」

の舞台

• いわきFCがＪ2昇格
いわき市公式ホームページより
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２.いわき市立図書館の概要

 いわき総合図書館（いわき駅前再開発ビル「ラトブ」4・5階）

• 職員数：25人（障がい者サービス担当者【兼任】：３人）
• カウンター業務委託職員：27人

 地区図書館 ５館（小名浜、勿来、常磐、内郷、四倉）

 移動図書館車 ２台（いわき号、しおかぜ）

いわき駅前再開発ビル「ラトブ」 いわき総合図書館 児童コーナー
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２.いわき市立図書館の概要

【令和４年度統計】

 蔵書冊数（図書）：84万969冊

• うち いわき総合図書館：59万849冊

 貸出冊数（図書）：117万3,709冊

• うち いわき総合図書館：63万3,465冊

 登録者数（個人＋団体）：7万6,815人

• うち いわき総合図書館：4万9,855人

• うち 障がい者サービス登録者：88人
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３.いわき総合図書館の障がい者
サービスの歴史について

 昭和59年、いわき市は身体障害者福祉都市の指
定を受けた。

 これを機に、中央図書館（当時）は、郵政省に
「盲人用録音物及び点字用紙を発受することが
出来る施設」の指定を申請。

 昭和60年12月に指定を受け、昭和61年４月から
障がい者サービスを開始した。
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３.いわき総合図書館の障がい者
サービスの歴史について

 平成22年４月、

視覚障害者情報総合

システム「サピエ」

の運用開始に伴い、

いわき総合図書館は

施設・団体登録館と

なった。

年度 件数（件）

平成30年度 200

令和元年度 223

令和２年度 220

令和３年度 105

令和４年度 100

【表1】サピエ図書館からのダウンロード件数
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４.いわき総合図書館の障がい者
サービスについて

 ユニバーサルデザインを取り入れた施設

点字ブロックの設置 車いす利用者に配慮した閲覧席
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オストメイト対応多目的トイレ 授乳室

トイレの点字案内板 トイレの点字案内版（拡大） 8



４.いわき総合図書館の障がい者
サービスについて

 録音図書等のアクセシブルな資料の収集及び

提供

資料種別 所蔵数

音声デイジー 2,764タイトル
（うち自館製作304タイトル）

大活字本（市販） 4,842冊

ＬＬブック 37冊

点字図書 2,343冊

点字・さわる絵本 51冊

ユニバーサルデザイン絵本 16冊

電子書籍（読み上げ機能付き） 744点

【表2】所蔵資料 （令和5年3月31日現在）
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４.いわき総合図書館の障がい者
サービスについて

 LLブック『仕事に行ってきます』シリーズ（埼玉福祉会）

埼玉福祉会ホームページより
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４.いわき総合図書館の障がい者
サービスについて

 録音図書等の貸出点数

年度 登録者数
（人）

録音図書
（巻）

点字図書
（冊）

平成30年度 82 1,433 0

令和元年度 82 1,013 1

令和２年度 86 789 11

令和３年度 87 564 2

令和４年度 88 464 1

【表3】視覚障がい者への貸出実績

 この他に、一般利用者向けの視聴覚資料として

朗読CDの所蔵もあり。
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４.いわき総合図書館の障がい者
サービスについて

 ボランティアの活用

• 対面朗読サービスの実施

• ボランティア活動の場として録音室を設置

対面朗読サービス 録音室
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４.いわき総合図書館の障がい者
サービスについて

 ボランティアの活用

• 録音図書（音声デイジー）の製作

• 録音図書製作委員会の開催（隔月）

録音図書製作委員会

年度 自館製作点数
（タイトル）

平成30年度 ８

令和元年度 ６

令和２年度 ４

令和３年度 ２

令和４年度 ６

【表4】自館製作実績
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４.いわき総合図書館の障がい者
サービスについて

 ボランティア育成

• 音訳・録音図書校正講習会の実施（年１回）

講師：東京都音訳指導員養成講習会講師

音訳・録音図書校正講習会
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４.いわき総合図書館の障がい者
サービスについて

 図書資料のミニ展示（令和４年度）

• ９月「障害者雇用支援月間」
LLブック『仕事に行ってきます』シリーズの展示

• 12月「障害者週間」
金子みすゞ「みんなちがってみんないい」をキー
ワードに図書展示
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４.いわき総合図書館の障がい者
サービスについて

 図書資料のミニ展示
（令和４年度）

• ３月「世界ダウン症の日」

ダウン症の書道家・

金澤翔子さんなどの本を

展示

東日本大震災からの復興への強い願いが込
められた書が、平成24年に金澤翔子さんから
いわき市に寄贈されました。
現在は、いわき総合図書館で展示しています。
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４.いわき総合図書館の障がい者
サービスについて

 図書資料のミニ展示（健康・医療情報コーナー）

• 「発達障がいの本」

 図書資料のミニ展示（児童書コーナー）

• 「LLブック・さわる本」

発達障がいの本（健康・医療情報コーナー） ＬＬブック・さわる本（児童書コーナー）
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４.いわき総合図書館の障がい者
サービスについて

 「やさしい利用案内」の作成

• 館内設置のほか、支援学校等に配布

 ピクトグラムを活用したコミュニケーションシート

の作成

やさしい利用案内 コミュニケーションシート
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４.いわき総合図書館の障がい者
サービスについて

 講座の開催（図書館くらしのセミナー）

「発達障がいって？～この方々の生きづらさとは？～」

講師：福島県発達障がい地域支援マネージャー

参加者：56人
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４.いわき総合図書館の障がい者
サービスについて

 障がい者支援施設等への移動図書館車の巡回

• 市北部を巡回する「いわき号」と、市南部を巡回

する「しおかぜ」の２台が月１回巡回。

移動図書館いわき号

巡回先 巡回数

老人福祉施設 10か所

障がい者施設 ２か所

支援学校 ３か所

児童養護施設等 ２か所

【表5】令和５年度巡回実績
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４.いわき総合図書館の障がい者
サービスについて

 障がい者支援施設等への移動図書館車の巡回

障がい者支援施設への巡回風景
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５.課題と今後の展望

 課題

• 図書館の障がい者サービスの周知

• ボランティアの育成

• 子ども達への支援

 今後の展望

• 読書バリアフリー計画の策定については、市

の次期計画である「第６次いわき市障がい者

計画」を読書バリアフリー計画としての性格

を併せ持つものとする予定。

⇒市の障がい福祉部門との連携が不可欠
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６.最後に

 障がい者サービスは、「特定の利用者」の

「特別なサービス」と思いがち。

 加齢に伴う視力や身体機能の低下、身体障害

者手帳は所有していないが視力に不便がある

人など、潜在的な利用者は多いはず。

 当館の取組みは、決して先進的なものではな

いが、一人でも多くの方に「読書の楽しさ」

を感じてもらえるよう、これからも堅実な

サービスを提供していきたい。

ご清聴ありがとうございました。
いわき市立図書館キャラクター

かもまる 23


